
令和２年度版のおもな変更点(指吸まなびPlus)　
　(Ｖｅｒ．3.1.0.0→Ｖｅｒ．3.2.0.0)

Ⅰ 無償化等の科目を追加・修正しました。

修正科目
　学生生徒等納付金　　　　0108施設等利用給付費
　　　　　　　　　　　　　（科目名を登録されている場合は変更されません）
追加科目
　付随事業収入　　　　　　0843施設等利用給付費収入
　その他の教育活動外収入　1031為替差益
　その他の特別収入　　　　0906施設設備補助金
　　　　　　　　　　　　　0910施設設備補助金

Ⅱ 改善内容

エクセルインポートのメニューを設けました。
エクセルで作成したデータを指吸システムにインポートできます。

データのエクスポート

出力形態「旧フォーマット（CSV形式）」を設定する場合

仕訳伝票入力

仕訳入力

月次計算書

仕訳リスト

条件に「消費税区分」を追加しました。

消費税集計表

本則の場合、借方・貸方で登録している税区分を全て集計するよう変更致しました。

決算書

　仕訳データに［借方税区分]［貸方税区分］の項目を追加しました。

　メニューの固定資産で資産を登録している場合、そのデータから減価償却計上の仕訳を作成
　します。
　作成できる月　決算月の「通常月」、「決算修正月」
　条件　「基本情報登録の会計期間」と「固定資産の年度入力」の年度が同じ

［資金・事業・貸借の内訳明細表示]を設けました。
チェックを付けることにより、補助コードの明細を表示します。
条件：補助コードを使用しているが、行分解設定をしていない

基本情報登録で「消費税区分利用する」に設定している場合、税区分の選択で「税区分名称」
を表記しました。



Ⅲ 修正内容

不具合修正の対応

［情報公開用資料として出力する］を設けました。
　　大科目のみの計算書を作成します。

［事業報告書を出力する」の項目を設けました。
　　５年比較の当年度分を作成します。



データのエクスポート
「旧フォーマット（CSV形式）」のレイアウトになります。

仕訳伝票入力

決算月の「通常月」「決算修正月」で［F5減価償却仕訳追加]が表示されます。

実行した内容になります。「固定資産情報からの追加」が付箋に登録されます。

仕訳入力
　簡易課税、本則課税の表示は下記のとおりです。

仕訳(SWK年月.CSV) 備考
伝票№
日付
金額
借方科目コード
借方部門コード
借方補助コード
貸方科目コード
貸方部門コード
貸方補助コード
予備
摘要
伝票形式 1:入金　2:出金　3:仕訳伝票
借方税区分
貸方税区分



月次計算書
「┗」部分が表示されています

仕訳リストの条件を追加しました。


